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図 2-6-14 富田川沿岸地質慨要図

アー砂層

イ:1深層

ウー砂T劇冨

エ:基盤岩類

オ:試掘井

河口部付近では，大量の地下水汲み上げ(主に水産用〉に よって被圧地下水へも 不圧地下水へ

も塩水が浸入しつつある。

5. 近江盆地

5-1.近江盆地北部

(1) 地形・地質

(宮島吉雄〉

近江盆地北部は，彦根市北部から伊香郡木之本町に至る琵琶湖北東岸の地域である。 この地域

は，北部，東部および南部を伊吹山地と鈴鹿山地に境され，西部は琵琶湖に接する。 これらの山

地から高時川， 草野川， 姉川， 天野川などの河川が南流もしくは西流し，平地部を通って琵琶湖

にそそいでいる。
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琵琶湖に援する低平地はきわめて平坦であり，姉川河口部には三角洲が発達する。しかし，天

野川河口部の三角洲は貧弱である。

河川が山地から低地に出た付近には，扇状地がみられる。最も典型的な ものは天野川上流の伊

吹山南麓にみられ，このほか姉川と草野川の合流部付近，高時川沿いの地域に も扇状地が認めら

オ'Lる。

姉川左岸には 2段の段丘があり，いずれも低位段丘と呼ばれている。天野川や姉川の上流部

には中位段丘とされている段丘が断片的に分布している。また，伊吹山南践の典型的な扇状地の

東部には，開析のかなり進んだ高位段丘がみられる(図2-6-15)。
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低平地の地表下 30~40m以深には，砂，泥の互層からなる地層が厚く堆積しており，古琵琶

湖層群とみられるが，その最大層厚や他地域との対比は明らかでない〈図2-6-16)。古琵琶湖層群

の上位には，厚さ 30m 前後の中期~後期更新世の土佐積物が重なる。これらは，段丘堆積物と扇

状地堆積物に相当するもので，山寄りでは砂1擦を主体とするが，琵琶湖に近づくにつれ細粒とな
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図 2-6-16 近江盆士山北部地質断面図

る。完新世の堆積物は 7~ 8 l11の層厚をもち ， 河)11 1合いの地域や自然堤防付近では粗粒であり ，

後背地や湖岸寄り では細粒である。

(2) 地下水

段丘や扇状地性の准積物とその相当層および一部の沖積層は，主として不圧地下水の良好な帯

水層を， また古琵琶湖層群は被圧帯水層を構成している。

不圧地下水の帯水層の水理定数は， 透水量係数が 2 .28 ~5.04 X 10-3 m2/s ， 貯留係数が 2 .04~

2.33X 10-1であり， 一方， 被圧干lf水層については， 透水量係数が 1，02X 10-3 ~ 5.74 X 10-2 m2/s， 

貯留係数が 5.92X 10一司-7.91X10→となっている。

不圧地下水位は降雨によく応答し 2日以内にピークに達する。 一般に，かんがい期に高く ，

取水施設別地下水利用概要
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非かんがい期に低くて，地下水面の形態はほぼ地形に沿ったものとな っている。

地下水の利用状況は，資料のある農業用についてみると，表 2-6-5のようになっており，深井

戸による利用が多く ，琵琶湖西岸地域や近江盆地南部地域と大きく異なる。このことは，不圧地

下水の帯水層の発達が他の地域に比較してそれ程広くないためである。

当地域には，軟弱な粘土層からなる沖積層がかなり広く分布していると ころから，深井戸によ

る被圧地下水の利用が極度に多く なれば，地盤沈下を招くおそれがある。

なお， 当地域の山地を構成する石灰岩中には，裂かが発達し，地下水を匪胎しており，伊吹山

麓などで湧水と なって地表に現われている。伊吹町大清水の湧泉は 1，200m
3/dの湧出量を示す。

5-2.近江盆地南部

(1) 地形 ・地質

近江盆地南部は鈴鹿山地と琵琶湖に挟まれた地域である。犬上)11，宇曾川，愛知川， 日野川，

野洲川の各河川がほぼ平行して流下し，琵琶湖にそそぐ。河川沿いには数段の段丘がみられ，中

でも日野川や野洲川の沿岸によく発達している。

鈴鹿山地の基礎岩類は，丘陵や平野の地下深部に分布し，一部は地表に顔を出して，三上山な

どの島状の残丘を構成している。

水口丘陵や平野地下には，古琵琶湖層群が広く分布し，その厚さは 1，000m 以上に迷する。古

表2-6-6 近江余地南部地域と周辺地域の地質庖序ど帯水層
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図2-6-17 近江盆地南部地域地質概要図

琵琶湖周群は表2-6-6に示すように 6累層に区分(りされ，南東部に泊 日累層，佐山累層，葬li生累

層などの下位の地層が分布し，北西方に上位の地層が分布する。佐山累層上部より上位の地層は

大阪層群に対比 され，八日市累眉は大阪層群下部の城陽喋層に相当するといわれている (2)。

古琵琶湖層群を不整合に覆って段丘堆積物や扇状地堆積物，それに沖積層が分布する。 これら

の地層は砂礁を主とし，区分が困難なため一括して“被璽居"と呼ばれ，全体として 30m前後

の厚さとなっている(図2-6-17)。

(2) 地下水

当地域の帯水層は古琵琶湖周群中の砂磯層とその被覆層の砂礁周であ り，前者に被圧地下水が，

後者に主として不圧地下水が賦存する。被覆層中の地下水は湖岸沿いの地域では被圧するように

なる。

古琵琶湖層群の帯水層のうち，八日市累層はかなり有能な被圧帯水屑となっていて， 200 m
3/df 

表 2-6-7 取水施設別農業用地下水利用概要(農林水産省による (4))

ぷ画ト¥
かんがし、面積

設数 (x 103 m3j年〉 (ba) 
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m の比湧出量を示す。 7前生累層や佐山累層の一部は比湧出量が 25~100m3Jdfmと小さい。

被覆層のうち，愛知川沿岸の扇状地性の堆積物(段丘堆積物を含む〉は，不圧地下水のきわめて

優れた帯水層を形成 し，比湧出量は， 3 ，500~ 24，000 m3fdfm にも達する。

被覆層中の不圧地下水は通常の浅井戸のほか，一辺 5~15 m，深さ 5~10 m の正方ないし長

方形の集水池や長さ数百 m の集水渠によって取水されている。

近江盆地南部の農業用地下水利用だけをみて も，年間利用量は 1億 5，000万 m
3余りに迷し，

約 19，500haの耕地をかんがいしている (4) (表2-6-7)。これらの利用量の過半は不圧地下水であ
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図2-6-18 八日市市における不圧地下水位変動図

(近畿農政局を一部改変)(3) 

上羽田観測井 清水観測労二 る。

愛知川沿岸地域の不圧地下水位は，かん

がい期に高く，非かんがい期に低いという

パタ ーンを繰り返しており，ゴドかんがい期

の水位の経年的低下はこれまでのと ころ認

められない(図2-6-18)。地下水位等高線か

らみると，1964年時点と 1978年時点で大

きな変化はなく ，基本的には，ほぼ地形に

沿った形となっている。

被圧水頭は，近江八幡市大森，八日市市

上羽田および湖東町清水で観測されている

(図2ーか19)。上羽田は，降雨分布を反映し

て， 9月にピーク があり 2月頃に最も低

いというパターンを示す(図2-6-20)。

図2-6-19 観測井断面図
(近畿農政局{叫によ る)
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図2-6-20 愛知川沿岸地域における地下水位(頭〉変化

(農林水産省によ る〉
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6. 甲 賀 盆地

(1) 地形 ・地質

甲賀盆土也は東を標高 1，000m の鈴鹿山脈，西を標高 500m内外の信楽山地に限られ，北は近

江盆地の主部，南は伊賀盆地に接する標高 200-300m の丘陵が主体を占めている。丘陵は野洲

川の支流の柚川によ って刻まれ，その沖積面の様高は 160-250m である。丘陵の比高は大体

40m前後である。

東部の山地は古生層， 領家花商岩類および中新世の鮎河層群からなり，西部の山地は白亜紀末

に遊入した花商岩からなっている。

盆地の地質は古琵琶湖層群よりなり，その上位に段丘土佐積物と沖積層が簿く分布 している。石

田 ・横山 (3)によるこの地方の古琵琶湖層群の層序を表 2-6-8に示す。


